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【座右の銘】 
座右の銘とは、常に身近に備えて朝夕の戒めとする格言と 

広辞苑に記されています。 
私は、⿅児島県出身の⼩説家 海⾳寺潮五郎の「天と地と」 

の中で上杉謙信が命がけの戦をする時に発した言葉である 
「生中死有り 死中生あり」を座右の銘としています。 

この言葉を知ったのは、私が⾼校生の頃だったと思います
が、簡単に言いますと「どんな危機的状況でも決して諦めるな。そして油断大敵」の意味であ
ると理解しています。その後、この言葉は、医師になった⾃分の⼼に更に強く染み込み、私の
毎日の仕事の核となっています。それは、瀕死の患者様に接した時にも⾃分の出来る限りの治
療で対応し、症状が軽い患者様に対しても「何か悪性疾患が隠れていないか」を考えながら対
応することを常に⼼掛けている⾃分がいるからです。 

また、⾼校生の頃、数学の先生に「ケアレスミスはするな」とよく言われました。不注意か
らの失敗はするなという事です。それと同時に、「どんな難しい問題でも最初から諦めずに何か
を⾒つけて、少しでも解に近づく努⼒の跡を書け」と教えらえれました。このことは「生中死
有り死中生有り」に含まれていると思っています。 
 皆様も、きっと⼼の中に⾃分の信念となる座右の銘を持っておられると思います。⾃分がい
つ頃、どんな時にその言葉をモットーとされたか思い起こし、初⼼に戻ってみられるのも懐か
しいかも知れません。 
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【健康診断のご案内】 

特定健診・長寿検診・がん検診が実施されています。 

  既に、市町より案内が送付されていると思います。なお、がん検診につ 

いては、ご自身対象の項目が案内されています。 

【予防接種（無料）のご案内】 

 四種混合／三種混合／二種混合／日本脳炎／МＲ混合／子宮頸がん予防 

・・・・詳しくは、受付までお尋ね下さい。 

 


